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笑って健康・元気アップ事業 笑いの講座（１２月３日）

早 雲 の 里

え ば ら

１２月３日、笑いと健康をテーマに荏原小学校体育館に

て「笑いの講座」が開催されました。オープニングは荏原

新九郎太鼓、そして最初の演目は岡山大学落語研究会によ

る「持参金」と「内助の富」の二席の落語、続いて井原吹

奏楽団メルヘンウィンドアンサンブルによる懐かしい「蘇

州夜曲」や最近のヒット曲「３６５日の紙飛行機」等が演

奏されました。荏原地区においてはこのような落語や演奏

を生で見聞きする機会が少なく、来場者は熱心に聞き入っ

ていました。短い時間ではありましたが心に癒しと感動を

もらい有意義なひとときとなりました。

荏原地区の人口 平成２９年 １月末現在 人口 ２，５４７人 男１，２０４人 女１，３４３人 世帯数１，０３３戸

平成２８年 ７月末比 －２６人 －４人 －２２人 －１４戸

目 次 ページ

表紙（笑いの講座） 1

荏原公民館 ２－３

荏原まちづくり協議会 ４－７

荏原社会福祉協議会 ８－１０

地域の取り組み １１―１２

第２号

発行日 平成２９年３月

発行者

「えばら」広報編集委員会

事務局

荏原公民館 ６２－８２６７
早雲くん



  荏 原 公 民 館 
 

(２) 
 

第５４回井原市民体育祭・・・団体４位入賞! 
井原市民体育祭が１０月２日、運動公園にて開催されました。この日は天候にも恵まれ、選手・

役員は地元荏原地区を代表し持てる力を精一杯発揮しました。その結果、中学生リレーは男女と

も 1位、また消防団の奮闘もあり荏原は見事、団体４位入賞、また入場行進表彰もいただきまし

た。次回はさらに上位を目指して頑張りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第３８回荏原ふれあい祭り開催 
荏原ふれあい祭りが１１月１３日、４年ぶりの晴天の中、多くの来場者により盛大に行われ

ました。ここ何年か雨の中の開催でしたが今回は朝から気持ちの良い青空となり、各出店テン

トは開会前より、たくさんの来場者で大盛況でした。また舞台上の演芸の熱演に多くの観客が

集まり熱い拍手を送っていました。小学校体育館では、お茶席や小中学校児童の作品、各サー

クル、個人の作品展示が行われ、見学者は素晴らしい出来栄えに熱心に見入っていました。 

今年は井原高校の書道パフォーマンスや、昼の休憩時間には早雲おどり保存会による早雲おど

りも新たに取り入れられ、地元方々の協力により大いに盛り上がった 1日でした。 

 

 
 

団体 4位入賞に貢献、1位の中学生男女の

リレー（左）と消防団リレー(右) 

北条五代を掲げて入場する荏原の選手、役員 

谷川実行委員長より開会の挨拶 

井原高校書道パフォーマンス 

早雲おどり保存会 

玉入れ、７３個で５位でした 

フィナーレは早雲太鼓 昔のおもちゃコーナー 

 

でんちゅうくん 



荏 原 公 民 館   

 

(３) 
 

「お父さんの料理教室」研修旅行 
１１月２２日、公民館教養部・お父さんの料理教室で北広島にそば打ち体験研修に行きました。 

この日はたいへん穏やかな晴天に恵まれ午前８時に公民館をバスで出発、どんぐり村そば打ち道

場に１１時過ぎに到着しました。５‐６人の班に分かれて、そば粉の練り方、伸ばし方、切り方

を親切丁寧にご指導いただきました。最後は自分の班で作ったそばをゆでて、みなさんでおいし

くいただきました。帰りは三次ワイナリー、奥田美術館へ立ち寄りワインと壮大な絵に感激、楽

しい１日でした。 

 

 

 

 

                   平成２９年新年互礼会 
 新年互礼会が１月４日、公民館にて総勢５８名の参加をいただき盛大に行われました。  

谷川自治連会長による開会の挨拶の後、坊野市議会議員、村上まちづくり協議会会長より来賓の

祝辞、続いて川上高越城址顕彰会会長より荏原地区の一層の発展を願って乾杯の音頭で懇親会が

始まりました。限られた時間でしたが地元の交流、親睦をさらに深めることが出来ました。 

最後は藤井社会福祉協議会会長より閉会の挨拶がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 
  新年とんどまつり 

 平成２９年の「とんどまつり」が１月８日１０時より行われました。この日は、朝から雨で

したが、地元の多くの方々が注連飾りや、松飾りを、また児童は「字」が上手になりますよ

うにと書初めを持ち寄り盛大にとんどが行われました。また雨のため、にこにこ女性会によ

る早雲鍋は公民館内での接待となりましたが、参加者は温かい鍋にホッとした様子でした。 

青少年を育てる会 

樫田会長の挨拶 

荏原消防団新組織の紹介 

三次ワイナリー どんぐり村そば打ち道場 

新年互礼会懇親会 

小雨の中ですがよく燃えました にこにこ女性会による早雲鍋の接待 



荏原地区まちづくり協議会「歴史遺産承継振興部会」 
 

（４） 
 

 
 

荏原地区で、取り組んでいる「北条五代大河ドラマ化」を後押しする上で、山田方谷の大河ドラマ化

に向けて強力に取り組む高梁市を視察研修しました。 

１０月１９日参加者３０余名で大型バスにて出発。午前中は中井町にある山田方谷記念館を見学し、

ボランティアガイドによる親切な説明を受け、引き続き会場を変えて高梁市の担当課長による、「山田方

谷」の大河ドラマ化に向けての説明をして頂き、質問、意見交換を行い有意義な会でありました。午後

からは観光も兼ねて、標高４８０ｍ臥牛山山頂に建つ「備中高梁松山城」を全員で登山し、良い研修に

なりました。これからの荏原地区での「北条五代大河ドラマ化」 

に向けて大いに参考になりました。 

 

 

 

 

 

 

近年、ウォーキングや車で高越城址、法泉寺、新九朗薬師堂を訪ねる人も増加していることもあり周

辺の草刈り、清掃を年２回（９月、３月）実施しています。                                                

高越城址顕彰会役員とシルバー人材センター荏原の有志の方とで第１回目奉仕作業を完了しました。 

北条早雲まつりに向けて、３月下旬に２回目の奉仕作業を予定していますので、ご協力よろしくお願い

します。 

 
 

高越城址、法泉寺、新九朗薬師堂を訪ねる皆様より、案内板整備の要望がありましたので、今回５０

枚を１２月下旬に設置しました。            

 

 

 

 

高越城址を団体で訪れる人の休憩所として使用するテント１張りを購入しました。 

 

歴史遺産承継振興部会では、毎年北条早雲に関係する歴史講演会を開催しています。 

今回は講師として、岡山学院大学教授の、尾崎 聡先生に依頼しました。 

演題は「北条早雲と高越城」についての講演会を２月１９日（日）に、荏原公民館で開催しました。 

当日は地元荏原地区、井原市内より１００余名の参加をいただき、盛会の内に開催することができまし

た。関係者の皆様にはご協力ありがとうございました。 

           

高梁市での山田方谷の大河ドラマ化についての視察研修 

北条早雲ウォーキングコースの草刈り、清掃作業の実施 

案内板の設置 

団体利用者のテント１張りの購入 

歴史講演会 



荏原地区まちづくり協議会「高齢者支援部会」「子育てサポート部会」 
 

（５） 

 

 

 

 

高齢者支援部会が平成２６年度から取り組んできた高齢者の交流の場となる「ふれあい広場」も３年

を経過し、年間約８００人の方々に利用していただいています。 

一段と進む高齢化社会において、いつまでも元気で在宅での生活ができるよう、介護予防・生活支援

に取り組み、「地域包括ケアシステムの構築」の先駆けとしての役割を果たしていきたいと考えていま

すので、ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者支援部会では、「売りたい人」「買いたい人」「楽しみたい人」などからの多くの要望を 

うけ、早雲の里交流センターの駐車場で「早雲の里 駅前朝市」の実施を計画しています。 

詳細が決まりましたら、荏原地区の皆様にご案内しますので、奮ってご参加ください。 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者支援部会の取り組み 

美星語りの会「こすもす」による昔話 
職員による「もの忘れチェック」の実施 
認知症の早期発見のために包括支援センター 

小学校１年生（１５名）による学習成果発表 

「日曜朝市（軽トラ市）」の参加者を募集します 

 

◆中学校の定期考査発表後の部活動がない日に各４‐５日、１６時（休日 

は１５時）から２時間開室しました。そして、交流センターの管理当番 

の方たちの温かいご配慮のおかげで居心地良く勉強させて貰いました。                     

◆１８日間の参加のべ人数は、１年９８名、２年２８名、３年７名、計 

１３３名でした。ちなみに対象生徒数は、１年２０名、２年２２名、３ 

年１９名、計６１名です。１年生は６割が一度は利用してくれました。 

◆１時間勉強した後に木山さん・西山さん手作 

りのおやつで一息つくのが大好評でした。 

                    

 

『自学ＳＰＡＣＥ
ス ペ ー ス

荏原』は６･１０･１１･２月に１８日開室 

 サポーター：馬越英樹、梅田早苗、川上博子、木山純子 

西山 泉、西山定良、藤井敏夫、祐川幹子、藤井美江 

 
 
◆現在市内１３小学校区のうち７学区に青色防犯パトロール隊が組織さ 

れ、中でも木之子中学校区は全小学校区で実施されています。 

◆本学区でも、小中高校生の登下校時間に合わせ４つの時間帯を中心に 

３１人が分担して都合のつくときにパトロールを行っています。 

毎朝・毎下校時に同じ場所に青パトを停めて見守る人、担当ブロックを 

青パトで隈なく巡回する人などやり方は様々です。小中学校・荏原交番 

関係者との情報交換や研修等も取り入れ、本地区の暮らしの安全に役立ちたいと思っています。 

 

 

 

『荏原っ子安全見守り隊青色防犯パトロール隊』多くの目で 

 

子子子育育育てててサササポポポーーートトト部部部会会会      ～～～みみみんんんなななででで子子子育育育てててしししやややすすすいいい荏荏荏原原原地地地区区区づづづくくくりりりををを～～～ 

６月開設、できたてホヤホヤ『自学ＳＰＡＣＥ荏原』の活動紹介 

井原市長が来館されての楽しい食事会 

 

H29.2.6 H28.10.3 H29.2.20 



荏原地区まちづくり協議会「子育てサポート部会」 
 

（６） 
 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「土曜キッズ広場アソボー」９～２月の活動紹介 

 

◆山野勉さんが整備された東谷の広場に、３時間だ 

けの『手作りアスレチック』が今年も出現！スリル 

満点、ワクワク感いっぱいの時間を過ごしました。 

  

９月１０日 「ロープや竹でアスレチックを作って遊ぼう！」 

  

 

 

 

（連絡帳より） 

 

  

 

           ◆早雲凧の作製も３年目となり、しだいにみんなの手際 

           がよくなってきました。付き添いのお母さんたちもお子 

さんだけでなく同じ班の子どもたちの世話を先輩ボラと 

一緒になってしてくださっています。嬉しい光景です。 

               

 

 

 

 

 

        

 

 

                     ◆新メニューの「カッコウ笛」が大人気！大人の方も                 

大勢カッコウの鳴き声に挑戦しておられました。もう                                              

一つの新メニュー「パラシュート」も子どもたちに人                      

           気！遊びながら身体でコツをつかんでいく体験は貴 

                             重です。                                       

すね。 ぶんぶんごま 
 

１０月８日 「高越山で竹飯を炊いてカレーライスを食べよう！」 

 

１１月１３日 「ふれあい祭り『昔の遊びコーナー』でおもちゃを作って遊ぼう！」 

 

１２月１０日 「『早雲凧』を作って荏原の空高く揚げよう！」  

 

 

   

 

  

  

 

 

◆１０種類の遊びに挑戦でき、地上約１.５ｍ・

長さ３０ｍのワイヤー滑りや高さ７ｍのロング

ブランコでの興奮は中でも圧巻のものです。  

ようし、準備完了。 

おいしく炊くぞ！ 

エイッ！竹ってこうし

て割るのか。大変だ。 

上手に炊けてるよ。ああ 

よかった。どんな味かな。 

１３本全部の竹飯が大成功

で、40 人が満腹できたね！ 

メニュー ・竹とんぼ ・割りばしでっぽう 

・ぶちごま ・ぶんぶんごま ・カッコウ笛 

・お手玉 ・糸電話 ・パラシュート など 

 

 

 

 

 
 

どんどん 

上がるよ。 

走って揚げ

るんじゃな

いよ。手でク

イクイだよ。 

ぶちごま 割箸でっぽう ぶんぶんごま 

カ
ッ
コ
ウ
笛 

カッコウ笛 



荏原地区まちづくり協議会「子育てサポート部会」 
 

（７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆今年はこれまでの紙飛行機に代えてゴム動力プ 

ロペラ飛行機を作り『荏原っ子ギネス挑戦会』を 

しました。子ども会単位での参加もあり､幼稚園･ 

保育園児９、小学生２０、保護者１２、先輩ボラ 

１３、総勢５４名という賑やかな会になりました。                        

                                             ◆昔の子は模型を組み                                                                                                                      

立てるのが得意でした 

が、今の子どもたちに 

は未経験分野です。だ 

からこそやる値打ちが 

あると思っています。 

 

◆今年も山本百合子さんに講師をお願いし、これまでの指 

編み・缶編みに加え、ポンポンマスコットも作りました。 

              ◆ポンポンは、専用の道具を 

              使うと幼稚園生にも簡単に作 

れます。みんな３時間をみっ 

ちりと活用し、思い思いの工 

夫を凝らした作品が出来上が 

り満足気でした。缶編みを３ 

時間やり通した年長さんも！ 

 

１月２８日 「ポンポンマスコットや指編みマフラーを作ろう！」 

う！」 

２月１１日 「プロペラ飛行機を作って荏原っ子ギネスを出そう！」 

 

◆今回のテーマは、「荏原地域の 

よさを知り誇りを感じて貰い、 

『荏原愛』を育むための具体策 

を練る」でした。 

◆難しいテーマでしたが各班で 

多様な考えが展開され、次年度 

以降に取り入れたいものが続々。 

『荏原愛』パワーは凄いです。 

１月１３日 第 5 回『荏原っ子きょう育ネットワーク懇談会』に４１名が集う！ 

 

 

 

 

 

  

 

各学年ギネス賞（m）

年少 栁澤成実 10.8 

年中 川井大耀 14.0 

年長 井之上洵太 11.2 

１年 森山温葵  21.8 

２年 川井莉緒  19.3 

３年 藤原陸人    7.1 

４年 花岡胡乃心 19.9 

５年 阿部一稀   13.1  

 

 

   

校長先生より今年度

の実践について説明 

こんなの 

できたよ❤ 

テーマについて各班で

考えを出し合い討議 

班で創り出したアイ

ディアを全体に提案 

２月２５日「３ルートから高越山に登って遊ぼう！」 

 

 

  

 

 

 

10 回 皆勤賞 

年長 斎藤壮琉 

２年 斎藤くるみ 

『新九郎賞』 

幼保：栁澤 玄 

２年①馬越翔大 

  ②樫原大和 

３年：吉岡佑馬 

４年：渡辺 悠  

５年：阿部一稀  

 

弓矢で的当てに挑戦 

宝探しに突進！ 

東谷より 

子ども３２名 

32 

 

総勢５６名 皆勤賞表彰 

パチンコ 

的をねらって 

 

子どもたちの 

元気な声が 

嬉しかったぞ 



荏原地区社会福祉協議会 
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井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎
62-

 

１
４
８
４ 

荏
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
62-

 

５
３
６
７ 

（
藤
井
） 

 

「
早
雲
カ
フ
ェ
」
営
業
中 

毎
月
第
４
月
曜
日 

10
時
か
ら
15
時 

早
雲
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー 

好
き
な
時
間
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て 

コ
ー
ヒ
ー
片
手
に
お
し
ゃ
べ
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

話
に
花
が
咲
き 

新
し
い
お
友
達
と
の 

出
会
い
が
あ
る
か
も
❣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフルエンザ・花粉症予防に 

口を大きく開けて 

『あいうべ～体操』 

やってみませんか！！ 

 

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た 

（
平
成
28
年
９
月
１
日
〜
平
成
29
年
１
月
31
日
） 

◇
香
典
返
し
・
満
中
陰
志       

（
敬
称
略
） 

藤
代 

啓
子 

 

亡 

夫 
 

内
寺
下 

宮
田 

利
彦 

 

亡 

父 
 

森 

笠
原 

源
蔵 

 

亡 

父 
 

森 

木
山 

直
明 

 

亡 

母 
 

高
越
谷 

唐
木 

設
雄 

 

亡 

母 
 

内
寺
下 

井
上 

直
美   

亡 

母 
 

四
季
が
丘 

木
山 

美
子 

 

亡 

夫 
 

東
平
井 

高
越
憲
一
郎 

 

亡
祖
母 

 

高
越
谷 

◇
一
般
寄
付 

三
宅 

敏
子 

 
 
 
 
 
 

西
谷 

 



 

 

（９） 

 

荏原地区社会福祉協議会 
 

視 

察 

研 

修 
 

11
月
２
日
（
水
）
、
荏
原
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
福
祉
委
員
17
名
で
、
岡
山
市
に

あ
る
岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
旭
川

荘
の
資
料
館
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。 

 

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
内

田
消
費
生
活
相
談
員
か
ら
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
や
悪
質
商
法
の
現
状
と
そ
の
対
応
に
つ

い
て
説
明
を
聞
い
た
後
、
悪
質
業
者
販
売

員
と
高
齢
者
夫
婦
、
民
生
委
員
に
扮
し
て
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

高
齢
者
を
ね
ら
う
３
つ
（
３
Ｋ
）
の
不
安
、

「
健
康
へ
の
不
安
」、「
お
金
へ
の
心
細
さ
」、

「
孤
独
に
よ
る
さ
び
し
さ
」
へ
の
理
解
と

変
化
に
気
付
く
「
見
守
り
」、
平
素
か
ら
の

「
声
か
け
」
、
関
係
機
関
へ
の
「
つ
な
ぎ
」

の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

お
昼
は
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ビ
ア
の
最
上

階
で
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
を
堪
能
し
た
後
、

旭
川
荘
資
料
館
に
向
か
い
ま
し
た
。 

 

旭
川
荘
は
、
昭
和
31
年
「
天
を
敬
い
、

人
を
愛
す
る
」
人
間
尊
重
の
精
神
を
基
本

に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
総
合

医
療
福
祉
施
設
を
め
ざ
し
、
川
崎
祐
宣
先

生
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
ま
し
た 

。 

当
初
は
肢
体
不
自
由
児
や
知
的
障
害
児

の
た
め
の
３
施
設
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今

日
で
は
、
心
身
障
害
児
・
者
、
乳
幼
児
、

高
齢
者
の
た
め
の
施
設
の
ほ
か
、
専
門
職

養
成
施
設
、
研
修
・
研
究
機
関
、
在
宅
支

援
事
業
な
ど
、
85
の
施
設
を
運
営
す
る
ま

で
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
拡
大
へ
の
道
の
り
が
、
法
律
や
制

度
の
す
き
ま
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
人
々
へ

の
支
援
へ
の
取
り
組
み
に
よ
る
こ
と
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。 

  

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
ま
ち
づ

く
り
」
の
た
め
に
、
地
域
に
お
け
る
、
日

頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
制
度
の
す

き
間
を
埋
め
る
取
り
組
み
の
大
切
さ
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
研
修
に
な
り
ま
し
た
。 

 

悪
質
商
法
か
ら
身
を
守
る
五
カ
条 

 

①
そ
れ
本
当
？
う
ま
い
話
は
裏
が
あ
る 

 

②「
い
り
ま
せ
ん
！
」 

勇
気
を
出
し
て
言
い
ま
し
ょ
う 

➂
長
居
す
る
訪
問
業
者
追
い
出
そ
う 

➃
大
丈
夫
‼
今
な
ら
間
に
合
う 

ク
ー
リ
ン
グ
・オ
フ
で 

⑤
悩
ん
だ
ら
ひ
と
り
で
決
め
ず
相
談
を 

 

子
育
て
応
援 

平
成
28
年
度
後
半
の
子
育
て
応
援
事

業
で
は
、花
園
会
と
幼
稚
園
児
と
の
交
流

会
、
季
節
の
行
事
、児
童
会
館
で
の
行
事
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
手
伝
い
を
行
い

ま
し
た
。 

ま
た
、
一
年
間
の
行
事
の
ま
と
め
と
し

て
『
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
in
い
ば
ら
』
に

パ
ネ
ル
展
示
を
し
ま
し
た
。 

こ
の
ほ
か
『
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
』
を

主
任
児
童
委
員
２
名
で
行
い
ま
し
た
。 

 『
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
』 

東
江
原
町 

真
砂 

佑 ゆ
う

成 せ
い

ち
ゃ
ん 

東
江
原
町 

渡
邊 

友 と
も

晴 は
る

ち
ゃ
ん 

東
江
原
町 

新
山

し
ん
や
ま 

惺
琉

せ
い
り
ゅ
う

ち
ゃ
ん 

東
江
原
町 

唐
木 

希 の

彩 あ

ち
ゃ
ん 

東
江
原
町 

大
月 

莉 り

歩 ほ

ち
ゃ
ん 

東
江
原
町 

金
村 

紬
希

つ

む

ぎ

ち
ゃ
ん 

 

か
わ
い
い
笑
顔
に 

会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

お
子
様
の
健
や
か
な
成
長
を 

応
援
し
て
い
ま
す
。 



  荏原地区社会福祉協議会 

 

（１０） 
 

民生委員制度１００年目の今年‼ 

 

 

 

あなたの身近な相談相手として、その内容に応じて関係機関への「つなぎ役」となる民生児童委

員さんが新たに委嘱されました。（任期：平成２８年１２月１日～平成３１年１１月３０日） 

 

心配ごと、悩みごとを一人で抱えていませんか？ 

ひとりで悩まず、担当の民生児童委員さんにお気軽にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏   名 電話番号 担   当   地   区 

民

生

児

童

委

員 

田 中 鐡 夫 62-5284 祝部住宅・グランディール青木・青木・ガーデンハウス 

川 上   稔 62-2997 米持１班・２班・３班・４班・５班・森・有年 

宮 部 正 義 63-0485 
内寺上・内寺下・尾部・西谷西・西谷東・東谷 

西平井・東平井・アロッジォブォーノ 

馬 越 英 樹 62-3933 高越谷・西側・東側・末国・丸山・押延 

津 島 洋 子 62-7382 横場・砂場・一本木・西高越・真砂北・真砂南 

笠 原 正 広 63-0885 南団地・南平井・ファミール平井・東祝部・祝部 

主任児

童委員 

河 原 美 由 紀 63-0315 荏原地区全域 

西 山  泉 63-0126 荏原地区全域 

 

民生委員制度は、大正６年に岡山県で創設された「済世
さいせい

顧問
こもん

制度
せいど

」に始まり、以来１００年にわ

たり、住民の一員として、住民視点にたって安心して住み続けることができる地域づくりに取り組

んできました。 

この間、住民への相談支援とともに、昭和４０年代以降、わが国初の「在宅ねたきり高齢者実態

調査」をはじめ、「父子家庭の実態調査」「在宅認知症高齢者の介護者実態調査」などを実施、時代

に先駆け、種々の福祉課題を明らかにするとともに、そうした社会的な課題改善のための全国運動

に取り組み、その後の福祉政策の充実に貢献してきました。 

民生児童委員制度発足１００年目の今年、私たちは気持ちも新たに地域福祉のために活動してま

いりますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1483716174/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2Jsb2dpbWcuZ29vLm5lLmpwL3VzZXJfaW1hZ2UvNGIvMzUvN2UzYjEwMTA3ZGI1M2MyMDE2Y2U1MDVjMjYzNzZlNmYuanBn/RS=%5eADBpGrrYd7o7JudoyPsOKnHAJHye7g-;_ylt=A2RCL5rNZG5YlFgAXi6U3uV7


地 域 の 取り組 み 

 

(１１) 
 

荏原地区敬老会 
平成２８年度の荏原地区敬老会が９月１８日（日)に荏原小学校体育館において、１００余名のご出席

をいただき、関係者皆様方のご協力により盛大に開催することが出来ました。荏原自治連合会が主催で

実施している敬老会は、２０年前までは当時の荏原婦人会が主催で開催されていましたが解散により荏

原自治連合会が、その後を引き継いで実施しています。 

ところで井原市内各地の現状は、社会福祉協議会、女性部が主催で開催されており、私ども荏原自治連

合会としても大きな課題でありました。本年度からは荏原地区社会福祉協議会をはじめ役員の皆様方と

協議した中で、共催事業として開催する運びとなりましたことを、お知らせいたします。 

平成２９年３月末で満７５歳になられる対象者は４６０余名で施設入居者を加えると４９０余名となり、

荏原人口の割合では２０％に達しています。今後、高齢化が進むにつれて増加していくと思われますが、

荏原地区皆様方のご協力とご支援により実施してまいりますので、これからもよろしくお願いします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２９年元旦 初日の出を見る会 
高越城址顕彰会による初日の出を見る会が高越城址山頂で行われました。この日、初日の出を拝むに

は絶好の天気となり、早朝、暗いうちから約２００名の方が参加されました。阿部山頂からの初日の出

は午前７時２０分過ぎ、徐々に太陽が輝きはじめ、参加者は初日の出に合わせ万歳三唱し、早雲太鼓の

初打ちの音を聞きながら新年の門出を祝いました。また高越城址顕彰会より温かい飲み物、井原石材様

から早雲密芋の差し入れがあり、寒い中にも心と体を温めることが出来ました。 

                    

  
                  
井原市消防団荏原分団新役員                           

 

役職名 氏   名 所属 

分団長 吉 岡  正 登 本部 

副分団長 笠 原  正 雄 本部 

本部長 馬 越  和 男 本部 

本部長 唐 木  雅 之 本部 

副本部長 池 田  慎 太 郎 本部 

副本部長 田 中  俊 行 本部 

副本部長 越 智  博 之 本部 

本部団員 柳 澤  大 作 本部 

1 部長 唐 木  航 太 1 部 

2 部長 藤 井  裕 一 2 部 

3 部長 樫 原  裕 征 3 部 

 

平
成 

年
度
荏
原
分
団
新
役
員 

平成 29 年荏原分団出初式 

平成 29 年初日の出 高越城址山頂の日の出を拝む参加者 早雲太鼓の初打ち 

100 余名の方が出席 幼稚園児の可愛い演技 

来賓の方々 まだまだ現役、大変元気な出席者 

29 


